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V308a X線分光撮像衛星 (XRISM) 搭載軟X線撮像装置 (Xtend) の開発の現状 (10)
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2023年度打ち上げ予定の X線分光撮像衛星 XRISMは、X線望遠鏡 (XMA) と X線 CCD検出器 (SXI) から
構成される軟 X線撮像装置 Xtendを搭載する。Xtendは、XMAの焦点面に 4枚の CCDを 2×2で配置するこ
とで、0.4–13 keVの帯域で 38分角四方の広視野分光撮像を行う。各種試験を終え衛星に搭載された Xtendは、
2023年 6月現在、種子島宇宙センターにて打ち上げに向けて保管されている。
打ち上げまでの期間を使い、初期運用期データを用いた検出器の動作検証や較正に向けた準備を我々は進めて

いる。また、過去の地上試験で見られたデータ異常を検証するために、フライト品と同等の CCD素子を用いた
追加実験も行なっている。 本講演ではこれらの詳細について報告する。


